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授与学位

入学定員

博士（文学）

３名

　必修科目２単位、選択科目４単位、合計６単位以上
を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上で、博士論
文の審査及び最終試験に合格することが必要です。

修了要件

̶ ̶

実践宗教学コロキウムⅠ
実践宗教学コロキウムⅡ 
死生学特殊研究Ⅰ
死生学特殊研究Ⅱ
宗教と社会特殊研究Ⅰ
宗教と社会特殊研究Ⅱ
生命倫理学特殊研究Ⅰ
生命倫理学特殊研究Ⅱ
臨床スピリチュアルケア特殊研究Ⅰ
臨床スピリチュアルケア特殊研究Ⅱ 
生涯発達論特殊研究Ⅰ
生涯発達論特殊研究Ⅱ
生涯発達論特殊研究Ⅲ
実践宗教学特殊研究 
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研究指導

選択科目

必修科目

科目区分 授業科目名
必 修 選 択
単位数

授業カリキュラム（2022年度）
博士後期課程

修了要件単位に含まれる科目の履修により、
１． 一般社団法人日本スピリチュアルケア学会 
 が認定する「スピリチュアルケア師」の受験資格
２． 一般社団法人日本臨床宗教師会が認定する 
 「認定臨床宗教師（注）」の申請資格
を取得することができます。

取得可能な資格

　必修科目４単位、選択必修科目６単位、選択科目か
ら20単位以上（選択必修科目で６単位を超えて履修
した単位を含む）、合計で30単位以上を修得し、かつ
必要な研究指導を受けた上で、本研究科が行う修士論
文の審査及び最終試験に合格することが必要です。
　なお、他の研究科専攻が開講する授業科目を履修し、
上限８単位まで修了要件に算入することができます。

修了要件及び履修方法

授与学位 修士（文学）

10名入学定員
死生学研究法Ⅰ
死生学研究法Ⅱ
宗教的人間論演習
宗教史演習
宗教と社会演習
死生学演習
生命倫理学演習
医療人文学演習
臨床スピリチュアルケア演習
生涯発達論演習

宗教的人間論研究
比較宗教学
宗教史研究
宗教と社会研究
死生学研究
生命倫理学研究
臨床倫理学原論
臨床倫理学特論
実践宗教学研究Ⅰ
実践宗教学研究Ⅱ
臨床スピリチュアルケア研究
生涯発達論研究Ⅰ
生涯発達論研究Ⅱ
宗教と身体性
英語文献講読
実践宗教学インターンシップＡⅠ
実践宗教学インターンシップＡⅡ
実践宗教学インターンシップＢⅠ
実践宗教学インターンシップＢⅡ
臨床スピリチュアルケア実習ＡⅠ
臨床スピリチュアルケア実習ＡⅡ
臨床スピリチュアルケア実習ＢⅠ
臨床スピリチュアルケア実習ＢⅡ
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第１群

第2群

第3群

必修科目

選択必修科目

選択科目

研究指導

科目区分 授業科目名
必 修 選 択
単位数

授業カリキュラム（2022年度）
博士前期課程

／ドイツの現代思想に基づく生命倫理の研究
／ 依存症回復と宗教、傾聴・傾聴者養成の方法論とその国際比較
／ 現代宗教哲学、死者倫理、現代フランス哲学
 ／生涯発達論、キリスト教信仰と人間形成
／ 宗教哲学、死生学、近現代日本のカトリシズム
 ／ソマティック（身心）教育
／宗教心理学、キリスト教霊性と人間発達、
 臨床心理学（精神力動的アプローチ）、物語分析を用いての人物研究

教  授  浅見  昇吾 
 葛西 賢太
 佐藤  啓介
 武田 なほみ
 寺尾  寿芳
 吉田  美和子
准教授 酒井 陽介

（教員は2022年4月現在）
教員の主な研究テーマ

死生学的課題 修了後の進路

1. 宗教の公共性

2. 死生観・生命倫理

3. 臨床スピリチュアルケア

宗教の公共的な活動の専門家として、宗教団体・NPO・行政機関等での活動

生命倫理・死生学専門職として医療・福祉・研究機関等での活動

「スピリチュアルケア師」資格を有する「いのち」・「たましい」のケア専門職、チャプレン、臨床宗教師
および地域ケアのコミュニティリーダーとして医療・福祉・地域・行政機関等での活動

　本研究科が研究対象とする３つの死生学的課題に照らして考えられる修了後の主な進路は、「研究者としての進学」に加えて以下の
ようになります。

修了後の進路

死生学的課題 養成する人材像

1. 宗教の公共性 現代社会の諸問題に即して宗教・思想研究を進め、実践宗教学の基礎を深めて、研究者や教育者となる人材、
さらに宗教間対話・協力の担い手となる人材

多様な価値観を踏まえながら、生命や平和をめぐる実践倫理的な問題に取り組み、宗教・教育・医療・福祉・
行政・国際協力等の現場で専門的知識に基づいて活動する人材

先端医療・急性期医療・終末期医療・在宅医療また介護現場・地域コミュニティ等において、患者・家族、高
齢者や障害者、また事件・事故被害者、災害被災者等へのスピリチュアルケアやグリーフケア等の省察的実践
およびその研究を行う人材

3. 臨床スピリチュアルケア

2. 死生観・生命倫理

　上述した３つの死生学的課題と呼応し、研究者養成・高度の専門性が求められる職業を担う人材の専門職業人養成の双方に力点を置
く昼夜開講制大学院として教育研究を行います。スピリチュアリティを基盤としたケアの実践的対応能力を修得させたうえで、以下の
ような人材を養成します。

養成する人材像

　高度に発達した科学技術に支えられた現代社会の宗教的・思想的基盤について、批判的・建設的かつ実践的視点を通して研究すると
ともに、現代社会の新たな課題として取り組みが求められる以下３つの領域を「死生学的課題」と捉え、研究を展開していきます。

死生学的課題 研 究 対 象

1. 宗教の公共性

2. 死生観・生命倫理

3. 臨床スピリチュアルケア

宗教間対話・宗教協力、価値多元社会における宗教の社会的役割等

生と死・平和・環境をめぐる価値観や社会的諸問題、医療現場・先端科学技術の倫理等

医療・福祉における臨床スピリチュアルケア、いのちの教育、災害・事故・事件・自死に関わるグリーフケア等

研究対象とする中心的な学問分野

（注）各宗教団体・寺社教会等に所属する、信徒の相談に
応じる立場にある宗教者（聖職者）が対象となります。

（注）2023年度より修了要件が変更になります。

　上智大学にこれまで蓄積されてきた宗教や倫理に関わる学問領域とケア関係の学問領域、および現代社会の課題に対処する学問
領域を総合的に結びつけ、日本における実践宗教学ならびに死生学の研究教育の中心的拠点を形成するとともに、上智大学の教育
精神「For Others, With Others（他者のために、他者とともに）」を現代社会に展開すべく、2016年４月に「実践宗教学研究
科死生学専攻」（修士課程）を開設しました。そして、その教育研究をさらに発展させるため、2018年４月に博士後期課程を設
置しました。
　実践宗教学という学問は、現代のグローバル化した社会が抱えるさまざまな課題に直面するなかから生まれた、新しい学問です。
現代社会は、国際的な紛争問題に見られるように、多様な宗教文化が対立する問題や、科学技術・政治・経済など公共的な空間に
おいて、世俗的な価値観と宗教的・伝統的な価値観との間で軋轢が生じる問題が起こっています。これらの諸問題に対して、多様
な宗教文化や倫理・思想の伝統の研究を土台としながら、実践的・臨床的に対応していくのが、実践宗教学の役割です。
　死を基点にして人間の生や社会のあり方を広く研究する死生学は、実践宗教学の研究領域のなかで、最も重要な領域の一つとし
て位置づけられます。死生学は、神学、宗教学、哲学、倫理学、社会学、福祉学、文学、芸術などの幅広い領域に関わります。さ
らに、臨床スピリチュアルケアを中心とした実践とその研究としての死生学の展開も、実践宗教学の重要な柱となっています。
　実践宗教学研究科は、日本における実践宗教学や死生学の研究教育の向上を先導することが使命であり、この領域における学術
的専門人材や、高度な専門性が求められる職業を担う人材を育成する日本初の大学院として、重大な役割を担っていきます。
　学部卒業予定者、社会人等、年齢・職業などの区別なく多様な人材を受け入れています。また、博士前期課程では、2018年度
から長期履修制度を導入しています。これは就業している学生の場合、２年間の学費で３年間在籍し、研究できるという制度です

宗教文化の研究をもとに  現代の死生学的課題に実践的・臨床的に取り組む



■ 実践宗教学研究科死生学専攻の特徴、カリキュラム等に関すること

上智大学大学院実践宗教学研究科事務室 
Tel （03）3238-4699　
Email shiseigaku-ofc@sophia.ac.jp

■ 入学試験に関すること

上智大学入学センター　大学院入試係
Tel （03）3238-3517

上智大学　S0PHIA UNIVERSITY
〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町７－１
http://www.sophia.ac.jp

JR中央線・総武線／東京メトロ丸ノ内線・南北線「四ツ谷」駅下車 徒歩5分

問い合わせ先

同窓会費（ソフィア会終身会費40,000円）は、最終年次での納入とする。
博士前期課程長期履修制度の授業料及び教育充実費は、毎年、年額の3分の2とする。

※ 
※ 

博士後期課程 摘要

入学時のみ

各学期

各学期

各学期

入学時のみ

他大学出身者
2022年3月本学卒業 / 修了見込者
および2021年9月本学卒業 / 修了者

2021年3月以前
本学および聖母大学卒業 / 修了者

100,000

30,000

225,500

45,000

2,100

402,600
300,500
703,100

ｰ

30,000

225,500

45,000

2,100

302,600
300,500
603,100

200,000

30,000

225,500

45,000

2,100

502,600
300,500
803,100

入 学 金

在 籍 料

授 業 料

教育充実費

学生教育研究災害傷害保険料

春 学 期
秋 学 期
１ 年 分

（単位：円）

博士前期課程 摘要

入学時のみ

各学期

各学期

各学期

入学時のみ

他大学出身者 2022年3月本学卒業 / 修了見込者
および2021年9月本学卒業 / 修了者

2021年3月以前
本学および聖母大学卒業 / 修了者

100,000

30,000

240,000

90,000

1,400

461,400
360,000
821,400

ｰ

30,000

240,000

90,000

1,400

361,400
360,000
721,400

200,000

30,000

240,000

90,000

1,400

561,400
360,000
921,400

入 学 金

在 籍 料

授 業 料

教育充実費

学生教育研究災害傷害保険料

春 学 期
秋 学 期
１ 年 分

（単位：円）

※2023年度の学費は、2022年７月に決定予定です。2022年度学費

https://www.sophia.ac.jp/jpn/admissions/in_ad/index.html
■入試説明会や入学試験についての詳細は、上智大学公式ホームページを参照してください。以下のURLから2023年度大学院入試に関連する情報を入手できます。

3
6(月)

2
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2
15(水)
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10
19(水)

9
28(水)

9
15(木)

9
14(水)

2022年12月1日(木)　消印有効

2022年11月16日(水)～11月30日(水)

2022年6月30日(木)　消印有効

2022年6月15日(水)～6月29日(水)

出願書類提出期限

WEB出願期限

出願書類提出期限

WEB出願期限

博士後期課程
博士前期課程

博士前期課程

２
月
入
試

９
月
入
試

入学手続
締切合格発表口述試験

・面接筆記試験出 願 期 間

2023年度入学試験日程

実践宗教学研究科死生学専攻の理念、
カリキュラムの概要とその特徴、個別相談等

6月,7月,10月,11月頃に1回開催
※毎回同内容です。

内　容開 催 日

2023年度入試説明会


